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Abstract
The present study re-examined the factor structure of paranormal beliefs and explored the 
relationship between those beliefs and ordinary thinking styles in female undergraduates.  The Paranormal 
Beliefs Scale （Moroi et al., 2014）, the Attributional Complexity Scale（Fletcher et al., 1986; Moroi, 2000）, 
and the Orientation toward the Critical Thinking Scale（Hirooka, et al., 2000; 2001） were administered to 
female undergraduates （N=468）.  The factor analyses（principal factor method with promax rotations） 
were executed for those scales. Five factors for paranormal beliefs were extracted: belief in augury, belief 
in unidentified objects, belief in the soul, belief in preternatural power, positive attitude toward science.  
According to a series of regression analyses（stepwise method）, paranormal beliefs were significantly 
determined by ordinary thinking styles.  Interestingly, contrary to prediction, in several cases, active 
thinking strengthened paranormal beliefs.  The significance of research in paranormal beliefs from the 
point of view of ordinary thinking styles.
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2 回にわたり質問紙調査を実施した（第 1 回：2015年 5




た女子大学生468名を分析対象とした（ 1 回生183名， 2 回

























目を利用した（表 1-b，付表 1-b 参照）。
3．超常現象観尺度




クス回転<k = 3>）を行ったところ， 5 因子が抽出された
（占い信奉，未知存在信奉，吉凶信奉，科学信奉，反科学
信奉）。本研究では，各因子に明確な負荷（> .40）を示し
た51項目を用いた（表 1-c，付表 1-c 参照）。
4．回答方法
各尺度ともに，｢ここ 6 ヵ月｣ を基準として日常の様子
を回顧させ， 4 点尺度で評定させた（｢ 4 ．かなりあては
表 1-a　批判的思考尺度に関する因子分析（主因子法，プロマックス回転〈k = 3〉）の結果─回転後の因子負荷量─
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
〔Ⅰ．柔軟な思考〕　［α= .78，r = .43-.64］［m = 3.01，SD = 0.42］［L = 0.11，p = .001］
sc_a_2　他の人の考えを尊重することができる。 .76 -.06 -.06 .01
sc_a_4　自分とは別の意見を理解しようと勤める。 .58 .10 .10 .02
sc_b_9　自分の間違いを認めることができる。 .57 -.08 .12 .02
sc_a_3　必要に応じて妥協する。 .56 -.01 -.07 -.16
sc_a_1　独断的で頑固な態度にならない。 .53 .07 -.06 -.10
sc_b_1　たとえ意見が合わない人の話にも耳をかたむける。 .53 -.02 .10 .02
sc_b_11　自分が不利になるときでも，客観的な態度を心がける。 .51 .08 -.05 .12
sc_b_7　人と意見の対立があったときには，一度，自分の意見を疑ってみる。 .47 .04 -.12 .12
〔Ⅱ．軽信回避〕　［α= .71，r = .40-.56］［m = 2.68，SD = 0.53］［L = 0.11，p = .001］ 
non_sc_b_5　情報を，少しも疑わずに信じ込んだりしない。 -.04 .73 -.04 .01
sc_a_7　身近な人の言うことだからといって，その内容を疑わずに信じ込んだりしない。 .04 .61 .11 -.07
non_sc_a_2　何事も，少しも疑わずに信じ込んだりはしない。 -.02 .58 -.04 -.06
sc_b_2　うわさをむやみに信じない。 .17 .47 .09 .05
non_sc_b_7　新聞の記事だからといって，うのみにしない。 .03 .41 -.02 .16
〔Ⅲ．真実の主張〕　［α= .77，r = .57-.65］［m = 2.70，SD = 0.63］［L = 0.14，p = .001］
sc_b_5　友だちに対してでも，悪いことは悪いと指摘できる。 .00 -.01 .83 -.04
sc_a_5　間違った考え方をしている人には，それを指摘することができる。 -.11 .05 .67 .02
sc_a_10　いわなければいけないと思えば，友だちに対しても客観的なことを言うことができる。 .07 .00 .65 .07
〔Ⅳ．持続的思考〕　［α= .70，r = .44-.53］［m = 2.87，SD = 0.54］ ［L = 0.13，p = .001］
non_sc_b_8　納得できるまで考え抜く。 -.01 .09 -.06 .70
non_sc_b_3　他の人があきらめても，なお答えを探し求め続ける。 -.13 .13 -.01 .60
non_sc_a_3　問題を解決することに一生懸命になる。 .12 -.18 .07 .59
non_sc_b_4　いったん決断したことは最後までやり抜く。 .00 -.02 .06 .51
［因子間相関］ Ⅰ ＊＊＊ .23 .12 .26
Ⅱ ＊＊＊ .22 .36
Ⅲ ＊＊＊ .31
N = 468，初期固有値 > 1.54; 初期説明率50.27%
〈注〉項目に付した記号は，英文字が頁，数字がページ内の項目順を表している。以下の表でも同様である。
［　］内: 下位尺度の検討結果





まる｣ ～ ｢ 1 ．ほとんどあてはまらない｣）。なお，評定順
の効果を相殺するために，各尺度で評定用紙をそれぞれ頁
単位でランダムに並び替えた（批判的思考尺度-SC，non-

































表 1-b　帰属複雑性尺度に関する因子分析（主因子法，プロマックス回転〈k = 3〉）の結果─回転後の因子負荷量─
Ⅰ Ⅱ
















sc_b_5　友だちに対してでも，悪いことは悪いと指摘できる。 ＊ .27 -.49
sc_a_5　間違った考え方をしている人には，それを指摘することができる。 -.09 .45
sc_a_10　いわなければいけないと思えば，友だちに対しても客観的なことを言うことができる。 -.02 .41
［因子間相関］ Ⅰ ＊＊＊ -.53
N = 468，初期固有値 > 1.63; 初期説明率42.75%
［　］内: 下位尺度の検討結果











ていた。算出可能な 2 ～ 6 因子解を検討したところ， 2 因
子解が可能であった（表 1-b）。出来事を説明する際の複
雑さ-単純さによって因子が分離し，それぞれ「Ⅰ．複雑
表 1-c　超常現象観尺度に関する因子分析（主因子法，プロマックス回転〈k = 3〉）の結果─回転後の因子負荷量─
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
〔Ⅰ．占い信奉〕　［α= .92，r = .53-.70］［m = 2.10，SD = 0.59］［L = 0.04，p = .050］
param_a_4　占いは，自分の生活にとって必要である。 .81 -.04 .05 -.16 -.04 -.02
param_a_10　自分が関心のある占いがある。 .75 -.04 .09 -.15 -.1 -.01
param_e_3　占いの本をよく読む。 .71 .05 .02 -.08 -.08 -.01
param_a_7　占いに夢中になっている人がいると，話したくなる。 .70 .09 -.03 -.09 .01 .00
param_a_6　友だちと占いの話をよくする。 .68 .10 -.02 -.12 -.06 -.04
param_e_8　雑誌の占いの欄を読む。 .66 .01 .05 .13 -.14 -.03
param_b_9　自分の誕生星座が気になる。 .66 -.09 .05 .14 .00 -.04
param_a_2　迷っているときには占いは必要である。 .62 .06 .06 -.02 .01 .02
param_a_1　占いは，人にとって必要である。 .58 .10 .05 .02 .00 .04
param_c_7  おまじない(神秘的なものの威力を借りて，災いを除いたり起こしたりする術)をす
ると，自分の願いが叶う確率は高くなる。 .57 -.10 -.01 .09 .25 -.03
param_b_3　占いどおりになることはよくある。 .56 -.08 .01 .01 .12 -.01
param_e_6　新聞の「今日（あるいは一週間）の運勢，星占い」欄を読む。 .55 .03 -.04 .16 -.12 -.01
param_c_6　誕生星座によって性格が決まる。 .54 -.18 -.04 .09 .18 .03
param_e_10  占いで自分が「近いうちに，すばらしい異性と巡り合うことができる」と書いて
あると，嬉しくなる。 .54 -.06 .10 .10 -.04 .07
param_d_9  だれかがおまじない(神秘的なものの威力を借りて，災いを除いたり起こしたりする
術)を教えてくれると試してみる。 .53 .11 -.07 .12 .08 .07
param_d_4  友だちとおまじない(神秘的なものの威力を借りて，災いを除いたり起こしたりする
術)の話をする。 .51 .28 -.13 -.02 -.04 .08
param_b_1  おまじない(神秘的なものの威力を借りて，災いを除いたり起こしたりする術)をす
ることがある。 .50 .12 -.13 .04 .18 -.06
param_c_8 お守りをもつと実際に願いが叶う。 .45 -.11 .04 .17 .21 .00
〔Ⅱ．未知存在信奉〕　［α= .86，r = .52-.71］［m = 1.98，SD = 0.68］［L = 0.08，p = .001］ 
param_d_10　異星人(地球以外の星に住む，人に似た生物)が地球に来ている。 .05 .76 -.01 -.03 .03 -.01
param_d_3　政府は宇宙人に対する事実を隠している。 .00 .74 -.14 .06 -.02 .03
param_d_6　未知の怪物（ネス湖のネッシーなど）は存在する。 -.05 .71 .15 .03 .01 .02
param_d_5　ＵＦＯ(未確認飛行物体)は存在する。 -.05 .67 .22 .04 .04 -.08
param_b_8　古代文明には宇宙人が関係している。 .08 .64 -.07 -.05 .05 .01
param_d_8　ムー大陸(太平洋に存在したとされる空想上の大陸)は存在した。 -.01 .51 .09 .12 .02 -.01
〔Ⅲ．霊的存在信奉〕　［α= .82，r = .52-.73］［m = 2.70，SD = 0.69］［L = 0.10，p = .001］
param_e_5　死者の霊は存在する。 -.02 -.01 .90 -.03 -.05 .05
param_c_9  死んだ人の霊魂(肉体のほかに別に精神的実体として存在すると考えられるもの)は
存在する。 .03 .05 .77 -.05 -.01 .00
param_e_2　体は死んでも，魂は生き続ける。 .01 -.01 .52 .15 .00 .02
param_b_7　霊が人に憑依(霊などがのりうつること)することがある。 .03 .09 .50 -.01 .28 -.11
param_a_8　前世や来世は存在する。 .11 .01 .44 .10 .10 .01
〔Ⅳ．吉凶信奉〕　［α= .82，r = .48-.80］［m = 2.50，SD = 0.84］ ［L = 0.13，p = .001］
param_c_3　北枕(枕を北にして寝ること)は，縁起が悪い。 .01 .02 .04 .89 -.04 -.01
param_d_2　北枕(枕を北にして寝ること)にして寝るとよくない。 .01 .06 -.01 .88 -.04 -.03
param_d_7  仏滅(暦注の六輝の一つで，万事に凶となる日)に結婚式を行うとよくないことが起
こる。 .14 .05 .09 .44 -.01 .12
〔Ⅴ．超能力信奉〕　［α= .79，r = .57-.69］［m = 1.97，SD = 0.76］ ［L = 0.13，p = .001］
param_a_5　念力(精神をこめた力)で物体を動かすことができる人がいる。 .03 .09 .00 -.10 .79 .08
param_b_6　念力(精神をこめた力)でスプーンを曲げることができる人がいる。 -.02 .02 .04 -.01 .74 -.02
param_c_2  超能力(普通では，できないことを実行してみせることのできる力)をもっている人
がいる。 .00 .21 .17 -.02 .42 -.01
〔Ⅵ．科学信奉〕　［α= .65，r = .33-.57］［m = 2.13，SD = 0.52］ ［L = 0.13，p = .001］
param_e_9　人類の未来が明るくなるかどうかは，科学がどれだけ進歩するかにかかっている。 -.05 .03 .05 -.01 -.01 .82
param_e_7　皆が科学的な思考法を身につければ，人類はもっと幸せになると思う。 .11 .02 .05 -.03 .01 .56
param_e_1　科学がもっと進歩すれば，世の中のあらゆる問題が解決されるはずだ。 -.04 -.03 .07 .03 .00 .51
param_e_4　世の中には科学で説明できないものはない。 .02 -.05 -.24 .03 .05 .44
［因子間相関］ Ⅰ ＊＊＊ .35 .40 .30 .38 .28
Ⅱ ＊＊＊ .49 .18 .42 .10
Ⅲ .49 ＊＊＊ .28 .46 .12
Ⅳ .18 .28 ＊＊＊ .17 .14
Ⅴ .42 .46 .17 ＊＊＊ .05
N = 468，初期固有値 > 1.36; 初期説明率54.97%
［　］内: 下位尺度の検討結果
























のほうが高かった（t（467）= 9.24，p = .001）。批判的思考性
では「柔軟な思考 > 持続的思考 > 真実の主張≒ 軽信回
避 」（F（2.83，1322.81）= 51.26，p = .001；Bonferroniの 法 ），  超
常現象観では「霊的存在信奉 > 吉凶信奉 > 科学信奉≒占
















































R2 = 0.04 p=.001
従属変数：Ⅱ．未知存在信奉 標準偏回帰係数
Ⅰ．複雑な説明選好 .11 p=.015
R2 = 0.01 p=.015
従属変数：Ⅲ．霊的存在信奉 標準偏回帰係数
Ⅱ．単純な説明選好 -.13 p=.005
R2 = 0.02 p=.005
従属変数：Ⅳ．吉凶信奉 標準偏回帰係数
Ⅳ．持続的思考 .10 p=.005






























































（2） デ ー タ の 統 計 的 解 析 に あ た っ て，IBM SPSS Statistics 
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Ⅰ．占い信奉 Ⅱ．未知存在信奉 Ⅲ．霊的存在信奉 Ⅳ．吉凶信奉 Ⅴ．超能力信奉 Ⅵ．科学信奉
［帰属複雑性］
Ⅰ．複雑な説明選好 .08 .11 c .08 .05 .01 .02
Ⅱ．単純な説明選好 -.08 -.06 -.13 b -.03 -.05 .02
［批判的思考］
Ⅰ．柔軟な思考 -.01 .02 .06 .06 .03 -.04
Ⅱ．軽信回避 -.16 a .05 -.03 -.04 -.02 .05
Ⅲ．真実の主張 .03 -.05 .06 .01 -.01 .00
Ⅳ．持続的思考 .01 -.06 .09 c .10 c -.04 .00
N = 468
a: p< .001; b: p< .01; c: p< .05
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